
、

 6年度 令和 7年度

政

令和 8年度 令和 9

策

年度

事業費 計画 0

企

172,9

画

06 165,913 2

課

04,965 204,

、

332
実績 0

国

0

財
源
内
訳

国庫

際

計画 0 7,

交

204 15,011 1

流

0,000 0
支出金 実

課

績 0 0
県 計

、

画 0 5,4

く

24 1,401 4,8

ら

54 4,503
支出金

し

実績 0 0

地

安

方債 計画 0 0 0 0 0

全

実績 0 0

その他 計画

課

0 72,

、

598 16,829 3

ス

1,629 30,17

マ

6
実績 0

イ

0
一般 計画 0

ル

87,680 1

ラ

32,672 158,

イ

482 169,653

フ

財源 実績 0

推

0

人件費 計画 0

進

53,230

課

83,256 83,2

、

56 83,256
実績

商

0 0
トー

工

タル 計画 0

観

226,136 2

光

49,169 288,

課

221 287,588

施

コスト 実績 0

策

0

が 市民/互いに認め合い、地域課題に取り組んで

令

いる
目指す姿

方針
・市

和

民活動の支援などによ

 

り地域のつながりや互

7

いに尊重し認め合う意

年

識を一層醸成するとと

度

もに
、市民活動に参画

施

する人材の育成を行い

策

、行政も協働して共創

方

社会の実現に取り組む

針

。
・第４次男女共同参

書

画プランの重点目標で

政

ある「女性の活躍推進

　

」と「ワークライフバ

策

ランス実現
」を推進す

0

るため、積極的な啓発

6

活動と誰もが活躍でき

市

る環境づくりに取り組

民

む。
・日本人市民と外

と

国につながる市民との

共

相互理解を深めるため

に

の交流や多言語での情

つ

報発信を行う
令和 7

く

年度 とともに、学校や

り

環境、防災などの関係

未

部局と連携して多文化

来

共生社会の推進を図る

へ

。
・姉妹・友好都市の

つ

異文化体験の機会を創

な

出し、市民の両都市へ

ぐ

の理解を深めると共に

ま

、各友好協
会と連携し

ち

各都市の特性を活かし

づ

た幅広い交流の推進を

く

図る。

り
施　策 01 互いに認め

指標

合

成果 まわりに認められ

う

尊重されていると思う

共

人の割合 単位 ％
指標名

創

① 達成率区分 増加目標

社

令和02年度 令和 4

会

年度 令和 5年度 令和

の

 6年度 令和 7年度

推

目標値 計画 49.3 4

進

9.3 49.3 49.

主

3
実績 49.2 50.

管

9 56.6
達成率 10

課

3.25% 114.8

協

1%
成果 まちづくり活

働

動（ＮＰＯやボランテ

推

ィア活動）に参加した

進

いと思う 単位 ％
指標名

課

② 人の割合 達成率区分

関

増加目標
令和02年度

連

令和 4年度 令和 5

課

年度 令和 6年度 令和

地

 7年度
目標値 計画 5

域

1.7 51.7 51.

福

7 51.7
実績 51.

祉

6 53.6 59.3
達

課

成率 103.68% 1

、

14.7%
成果 単位

指

総

標名③ 達成率区分
令和

務

 4年度 令和 5年度

課

令和 6年度 令和 7

、

年度
目標値 計画

実績
達

秘

成率

書課、協働推

事業費内訳 （

進

単位：千円）
令和 4

課

年度 令和 5年度 令和
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0



 

、

つながる市民は年々増

参

加しており、地域にお

加

ける日本人市民との、

し

相互の理解と交流の促

た

進に取り組むとともに

6

、市政情報などを積極

5

的に発信する必要があ

.

る。
・ホバート市姉妹

7

都市交流50周年に向

％

けた記念事業など、友

5

の

好協会やホバート市と

人

協議を重ねてい
施策の

が

く必要がある。
課題 ・

「

友好提携を締結したチ

自

ンゲルテイ区と、市民

分

団体や企業など幅広い

の

世代や様々な分野での

思

交流に
つながる事業を

い

推進していく必要があ

を

る。

・自治基本条例を

年

話

読むだけでは理解する

す

のが難しいため、わか

こ

りやすい絵や言葉を用

と

いた説明資料
があると

が

いいと思う。
・地域の

で

つながりが希薄になっ

き

ていると感じるため、

た

”つながる”という言

」

葉をキーワードに地元

、

の自治会で文化祭を開

度

ま

催したところ、地域の

た

人の絆（きずな）を深

、

めることができた。
・

6

学校で地域との交流活

2

動をした経験から、市

.

民同志で協力して何か

9

ができたら素晴らしい

％

と思う
。

市民意見

の人

評

が「いろいろな人の意

価

見が聞けて良かった」

兼

と回答しており
、地域

事

社会の課題や市の未来

中

について意見交換や情

（

報を共有することがで

 

きた。／・「やいづ未

令

来
まちづくり研修会」

和

を初級編とスキルアッ

 

プ編の２つの講座に分

6

けて開催し、地域づく

年

り活動を担
う人材の発

度

掘及び育成に取り組ん

）

だ。
・男女共同参画を

評

推進するため、第４次

価

男女共同参画プランの

・

策定を行うとともに、

自

情報紙の発行
やアドバ

治

イザー派遣などを行っ

基

た。／・男女共同参画

本

・人権フォーラムでは

条

、「ある幸せ、ない幸

例

せ～自分で決める暮ら

推

し方～」をテーマに講

進

演会を行い、参加者の

委

約85％が男女共同参

員

画について
施策の 理解

会

が深まったと感じたと

を

回答し、男女共同参画

開

を通し全ての人の人権

催

が尊重される社会の啓

し

発が
振り返り できた。

、

・多文化共生推進協議

条

会を開催し、多文化共

例

生推進計画の進捗管理

の

と多文化共生に関する

普

状況など
の情報を共有

及

した。／・「はじめて

啓

の日本語教室」を開催

発

し、外国につながる市

の

民の日本語力の向
上に

状

努めるとともに、教室

況

をきっかけとした新た

確

な交流事業を実施した

認

。／・外国語版の広報

や

紙や
ホームページ、や

条

さしい日本語によるL

例

INEなどで市政情報

制

を発信した。
・ホバー

定

ト市長を表敬訪問し、

1

2027年2月の姉妹

0

都市交流締結50周年

周

に向けた記念事業など

年

につい
ての意見交換や

記

今後の交流事業の方向

念

性についての共有を図

事

った。
・モンゴル国チ

業

ンゲルテイ区と職員交

に

流をはじめとした交流

関

を実施すると共に、今

す

後の更なる交流
推進を

る

図るため、チンゲルテ

検

イ通りの設置や友好都

討

市提携を締結した。

・

を

自治基本条例の理念や

行

協働についての理解を

令

っ

広める取り組みを継続

た

する必要がある。
・地

。

域のつながりや互いに

／

尊重し認め合う意識の

・

醸成を図るとともに、

「

まちづくりに役立つス

ま

キル
を習得するための

ち

研修会を開催する必要

づ

がある。
・男女共同参

く

画意識を高めるため、

和

り

引き続き啓発活動への

市

取り組みを進める必要

民

がある。
・第４次男女

集

共同参画プランにおい

会

て重点目標と位置付け

」

ている、「女性の活躍

を

推進」と「ワーク
ライ

開

フバランス実現」に集

催

中的に取り組んでいく

し

必要がある。
・外国に


